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しては、Fig.1 に示すような 2 つの構成法が
考えられる。
2.1. 狭領域精密探査
Fig.1 (a) は 長 距 離 音 響 放 射 装 置 で あ る
LRAD の音響特性が持つ面的な加振能力と
スキャニング振動計（SLDV：Scanning La-




















































となり、θL は欠陥径 A の関数となる。ここ
でλは音波の波長である。(1) 式より、欠陥







ム幅 D が欠陥径 A よりも小さい場合を仮定
する。この場合に平均値が消滅し駆動されな
くなる入射角をθH とすると、
 D tan θH = λ (2)
となり、θH は欠陥径 A とは無関係となる。
ここで、(2) 式は超音波ビームにより駆動
される径（D/cos θH）が欠陥径 A よりも狭
い場合が条件であることから、この条件の成
立するのは、
 D/cos θH < A  (3)
の条件により制限される。ここで、超音波ビ
ームにより駆動される径が欠陥径 A と等し
くなる限界条件では A sin θH = λであるこ
とから、
　D < A cos θH = (1/λ) cos θH / sin θH
  = (1/λ) / tan θH (4)
である。従って、


























る直径 600mm、焦点距離 5m の強力超音波
音源の製作をおこなった（使用した超音波素
子[共振 40kHz]の総数は約 3200 個）。また、












に示す。1kHz では 4m 地点、2kHz では 3m
地点とそれぞれ異なった位置で最大ピークが
見られる。また焦点領域である 5m 地点での


























の側面から 3m 離れても 80dB 近い音圧が発
生しているが、超音波音源の場合には半分の







行 っ た。 コ ン ク リ ー ト 供 試 体（2×1.5×
0.3m3）に埋設された円形欠陥部（φ300mm、
深さ 80mm）と健全部に対して 500Hz から






















部は 300φ、深さ 60mm の円形欠陥（25㎜厚
の発泡スチロール）である。送信音波として
は、LRAD では 500–7100Hz のトーンバース
ト波（各周波数の持続時間 3ms、周波数増
分 200Hz、インターバル 100ms）を、超音
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